
　　　　　　金沢大学法学類
定　期　試　験　解　答

授業科目名 法思想史 2026年度　：　 1Q
定期試験期間内

担当教員名 足立英彦 試験日・時間 　　 6　月　 4　日（　木　）
10：30　　～　 12：00

1. 次の文章が正しければ○を、誤っていれば、どこが誤っていて、どう訂正すればよいかを記
入しなさい。（各 3点、計 51点）
（a）日本は、大陸ヨーロッパ法域のロマンス系法域に属するといえる。

解答 誤：ロマンス系　正：ゲルマン系
（b）サヴィニーによれば、法は言語や習俗と同様、まず慣習法として成立し、それを法学者

が洗練させていくべきものである。
解答 ◯

（c）サヴィニーは 1815年に「歴史法学雑誌」を創刊し、「歴史法学派」を旗揚げした。彼の
歴史法学の特徴は、歴史的方法と体系的方法を結合させるところにある。
解答 ◯

（d）サヴィニーを含むロマニステンにとっての直接の研究対象は、古典期ローマの純粋な
ローマ法、すなわちユスティニアヌス帝が編纂した市民法大全であった。ただし、古代
ローマと 19世紀のドイツでは、社会状況も倫理観も異なるため、古代ローマ法を直接
に適用することはできなかった。そのためサヴィニーは、ローマ法の「指導原則」を見
つけ出すことを求めた。
解答 ◯

（e）歴史法学派のロマニステンとゲルマニステンはそれぞれ異なる方向に進んだが、結局、
ゲルマニステンが主流となった。
解答 誤：ゲルマニステン　正：ロマニステン

（f）プフタは、民族の確信に基礎を持つとされる慣習法，制定法規，法曹法の三つを法源と
みなした。
解答 ◯

（g）プフタは 1880年から 1883年までライプチヒ大学での授業を中断してドイツ民法典第
一委員会の任務を遂行した。1888年には第一草案が公表されるが、この案はプフタの
パンデクテン法教科書が法律の条文の形をとったものと称されるほど、プフタの影響を
強く受けたものであった。
解答 誤：プフタ　正：ヴィントシャイト

（h）ローマ法では、自分の利益を侵害された市民が訴訟によってその利益を回復する手段を
「請求権」（Anspruchsrecht, Anspruch）と呼んだ。これに対してヴィントシャイトは、
この請求権から実体的な権利を抽出し、それを「訴権」（actio、アクチオ）と呼び独立

1



させた。
解答 「請求権」と「訴権」とを入れ替えれば正しい文になる。

（i）イェーリングは「権利（法）のための闘争」において、権利主張を放棄する者は自らの
道徳（倫理）的生存を諦めること、すなわち自己を奴隷に貶めることを意味すると主張
した。
解答 ◯

（j）ヘックによれば、裁判官は法律の表現から、立法者の意図を、すなわち立法者がなした、
諸利益に対する評価と衡量を確認し、これに沿って法を解釈すべきである。これをヘッ
クは「立法者への思慮ある服従」と呼び、法律に対する盲目的服従と、法律から離れる
自由な決定とから区別した。
解答 ◯

（k）近代刑法の父と呼ばれるフォイエルバッハが編纂したバイエルン刑法典（1813 年公
布）、その影響のもとで成立したプロイセン刑法典（1851年）、そしてそれを基に編纂
され 1871年に成立したドイツの刑法典（修正されてはいるが現在でも有効）は目的刑
思想（主義）に基づいている。
解答 誤：目的刑思想　正：応報刑思想

（l）リストの目的刑思想は，ドイツ刑法の改正という形で実現した。
解答 誤：実現した　正：実現しなかった
解説 少年裁判所法（1932年）、慣習犯罪人法（1933年）など、一部の法改正には影響
を与えました。

（m）ケルゼンは一方で法の因果法則的考察を、他方で法の評価的考察を否定し、科学として
の法学を確立することを目指した。彼は自身のその法学を「実証法学」と呼んだ。
解答 誤：実証法学　正：純粋法学

（n）ケルゼンは法規範と法命題を区別した。法規範は法機関（国会等）が指令するものであ
る。これに対して法命題は、一定の要件の下で一定の効果が生ずべきことを述べる文で
あり、科学としての法学が記述するものである。法規範は真か偽のいずれかであり、法
命題は有効か無効のいずれかである。
解答 「真か偽」と「有効か無効」を入れ替えれば正しい文になる。
解説 「科学」はWissenschaftの訳で、学問一般を意味します。

（o）ケルゼンは、民主主義的手続きのみが、できるだけ多くの人々の自由（自己決定・自律）
を実現する、すなわち「自由を最大化する」唯一の方法であると主張した。
解答 ◯

（p）カントロビッチはベルリン大学でリストの刑事法ゼミナール（研究所）に属し，そこで
ラートブルフと知り合った。
解答 ◯

（q）カントロヴィッチによれば、法律実証主義者は、形式的「論理」にのみこだわり、自室
にこもり、人々の生活に無関心で世間知らずな裁判官を理想とする。しかしながら、裁
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判官は実際には自分で判断を下しているのであり、それが概念法学的な、外見的には
「論理的」な方法によって隠蔽されてしまっていると考えた。
解答 ◯

2. 　つぎの文章の空欄を埋めなさい。（各 2点、計 16点）
（a）リスト「刑法における目的思想」においてとりわけ重要なのは，法益保護のための刑罰

のありかたを、犯罪問題の解決策として提示した部分である。ここでリストが示した
のは，改善の必要性と可能性という基準による（ 1 ）の３類型と、それぞ
れに対して科すべき刑罰の提案であった。具体的には，(1)改善不要な犯罪者である機
会犯に対しては、警告・訓戒を目的とした短期の自由刑や財産刑などの威嚇刑、(2)改
善可能な（ 2 ）犯に対しては、作業や教育を義務づける（ 3 ）
刑、(3) 重大犯罪を繰り返す慣習犯（傾向犯）に対しては、改善不能なので、社会に
とって無害にするために終身刑や（ 4 ）刑が提案された。科刑の前提として
（ 1 ）類型の特定を要求するリストの考え方は，行為よりも（ 5 ）
を指向したものである。
解答 1 犯罪者　 2 少年　 3 改善（または教育）　 4 死　 5 行為者

（b）ラートブルフは 1946年の論文「制定法の不法と制定法を超える法」においてナチス時
代の法律の効力を否定したが、この主張は、ナチス時代の事案を扱う西ドイツの裁判所
に影響を与え、のちに「ラートブルフ定式」と呼ばれるようになった。この定式は、前
半部分「（ 1 ）定式」と後半部分「（ 2 ）定式」に分けられる。
前半部分でラートブルフは、正義と耐え難く矛盾しているとみなせる実定法（不正な
法）は正義に道を譲らなければならない、すなわち、その実定法の効力（妥当性）を否
定すべきとしつつ、このように効力を否定すべき不正な実定法と、不正ではあるが効力
を否定すべきとまではいえない実定法とを明確に区別することはできないとした。しか
し、後半部分でラートブルフは、ある特殊な場合には、「すなわち、正義の追求がいさ
さかもなされない場合、正義の核心をなす（ 3 ）が、実定法の制定に際して
意識的に否認されたような場合には」両者の間に明確な境界を引くことができる、なぜ
なら、そうした法律はおそらく単に『不正な法』であるにとどまらず、むしろ法たる本
質をおよそ欠いているからであると主張した。
解答 1 受忍不能　 2 否認　 3 平等

3. ラートブルフの法概念（「法とは何か」という問に対する答）について、以下の語を用いつ
つ説明しなさい。なお、法の効力やラートブルフ定式について論じる必要はない。（30点）
現実、価値、価値関係、文化、法理念、正義、平等、合目的性、法的安定性
解答例
　ラートブルフは法を文化概念として捉えることにより、法を単なる事実でも単なる価値で
もなく、法理念の実現を目指す現実として理解した。
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　ラートブルフによれば、我々は異なる認識方法によって異なる世界を構成できる。我々
は、我々に与えられる世界（所与）を価値盲目的に、すなわち評価せずに把握すれば、現実
（存在）の世界を構成し、評価的に、すなわち肯定的に評価できるものだけを把握すれば、
価値（当為）の世界を構成する。さらにラートブルフは、リッケルトに依拠しつつ、所与の
世界から価値に関係するものだけを把握する価値関係的方法によって、文化の世界が構成さ
れるとする。ラートブルフによれば、文化は、価値を実現するという意義を有する現実であ
り、法もこの文化の一種である。また彼によれば、法が実現すべき価値、すなわち法理念は
正義であるので、「法は正義に奉仕するという意義を有する現実である」という法概念が得
られる。
　ラートブルフによれば、正義の核心は平等である。この意味での平等は、平均的正義と配
分的正義に分けられるが、「等しき者を等しく、等しからざる者を等しくなく扱う」ことを
求める配分的正義がより根源的である。しかし、配分的正義は、誰を「等しい者」とみなし、
どのように扱うかを定めない。これらは、何を法の目的とみなすかによって異なる。ラート
ブルフによれば、絶対的な価値である真・善・美を法は直接的に実現できないので、それら
の担い手である「個人人格」「集団人格」「人間の作品」を法の目的とし、それらを守ること
によって間接的に絶対的な価値に奉仕できる。これらの３つの目的のどれを優先すべきかを
学問的な方法で確認することはできないが、どれを優先すべきかを確定した後で、その目的
に最も適した手段を見つけることはできる。このため、法がいずれかの目的にもっとも適し
ていること、すなわち法の合目的性が、正義の第二の要素である。他方、法の目的に関する
争いを放置することはできない。法は共同生活の秩序であるので、法の目的についての見解
の相違に最終的な決着を与えるために、法を安定した秩序として維持する法的安定性が正義
の第三の要素として必要とされる。また、その実現のためには法を実際に定立・適用する実
力が必要となる。
解説 法概念は文化概念の一種であること（上記の二段落目）を説明することが最重要です。
その上で、法理念（正義）は平等・合目的性・法的安定性の３つの要素で構成されているこ
と（三段落目）、を指摘することも必要です。前者 15点、後者 15点としました。

4. 授業の感想、印象に残った点、改善提案等を記入して下さい。（3点）
回答 バイト先のルールを挙げて、その共通点を抽出して、更に新しい具体的なルールを考
えてみる、という、「概念法学」的発想を体験する回が印象に残った、というご意見が複数
の方からありました。当時の法学者の立場になりきって考えてみることで腑に落ちることも
ある、ということが分かり、私にとっても良い体験でした。

参考情報（2026年 6月 6現在）

• 定期試験結果
履修登録数 定期試験受験者数 放棄 定期試験平均点

7 6 1 81.0
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